


署名 (しょめい)37,247筆 (ぴつ)とともに、下記 (かき)の要望 (ようぼう)文 (ぶん)を受領 (じゅりょう)しました。


大阪府 (おおさかふ)教育 (きょういく)委員会 (いいんかい)　教育 (きょういく)長 (ちょう)　橋本 (はしもと)正司 (まさし)　様 (さま)

私たち (わたしたち)夜間中 (やかんちゅう)学生 (がくせい)が安心 (あんしん)して学べる (まなべる)ようにしてください

　私たち (わたしたち)は戦争 (せんそう)・植民地 (しょくみんち)支配 (しはい)、社会 (しゃかい)や学校 (がっこう)教育 (きょういく)の抱 (かか)えるさまざまな矛盾 (むじゅん)などによって、学齢期 (がくれいき)に義務 (ぎむ)教育 (きょういく)を受 (う)ける権 (けん)利 (り)を奪 (うば)われました。そして、今 (いま)、ようやくたどり着 (つ)いた夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)で学 (まな)んでいます。
　2009年度 (ねんど)、大阪府 (おおさかふ)は就学 (しゅうがく)援助 (えんじょ)と補食 (ほしょく)給食 (きゅうしょく)の補助 (ほじょ)を打 (う)ち切 (き)りました。その後 (ご)も新 (あら)たなことをふくめ、夜 (や)間 (かん)中学校 (ちゅうがっこう)に関 (かん)する多 (おお)くの課題 (かだい)が残 (のこ)ったままになっています。そのような状況 (じょうきょう)の中 (なか)、国 (くに)や文部 (もんぶ)科学省 (かがくしょう)の動 (うご)きは大 (おお)きく変 (へん)化 (か)しています。2016年 (ねん)12月 (がつ)には、「教育 (きょういく)機会 (きかい)確保法 (かくほほう)」が制定 (せいてい)され、法律 (ほうりつ)には、夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)での勉強 (べんきょう)を希望 (きぼう)する人 (ひと)がいたら、地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)は安心 (あんしん)して勉強 (べんきょう)できるようにする必要 (ひつよう)があると書 (か)かれ、夜 (や)間 (かん)中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)の設 (せっ)置 (ち)が進 (すす)められています。
2022年 (ねん)5月 (がつ)に「国勢 (こくせい)調査 (ちょうさ)」（2020年 (ねん)実施 (じっし)）の結果 (けっか)が新 (あら)たに公 (こう)表 (ひょう)されました。最 (さい)終 (しゅう)学 (がく)歴 (れき)が「小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)卒 (そつ)業 (ぎょう)」の人 (ひと)は、全国 (ぜんこく)に８０万 (まん)４２９３人 (にん)いることがわかりました。また、「未就学 (みしゅうがく)」の人数 (にんずう)は、９万 (まん)４４５５人 (にん)にのぼり、中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)までの義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)を終 (お)えていない人 (ひと)は合 (あ)わせて８９万 (まん)８７４８人 (にん)となっています。
大阪府 (おおさかふ)全体 (ぜんたい)では、中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)までの義 (ぎ)務 (む)教 (きょう)育 (いく)を終 (お)えていない人 (ひと)が合 (あ)わせて４万 (まん)２３９９人 (にん)おり、本 (ほん)当 (とう)に深 (しん)刻 (こく)な状 (じょう)況 (きょう)が今 (いま)も続 (つづ)いていますが、大阪 (おおさか)府内 (ふない)には夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)に通学 (つうがく)しにくい空白 (くうはく)地域 (ちいき)がまだまだあります。また、大 (おお)阪 (さか)市 (し)は合 (あ)わせて１万 (まん)３６３３人 (にん)となり、全国 (ぜんこく)に２０ある指定 (してい)都市 (とし)のなかでも一 (いち)番 (ばん)多 (おお)くとても厳 (きび)しい状 (じょう)況 (きょう)となっています。
そのような状況 (じょうきょう)にもかかわらず、大 (おお)阪 (さか)市 (し)では全 (ぜん)国 (こく)の動 (うご)きとは逆 (ぎゃく)に、約 (やく)５０年 (ねん)の歴史 (れきし)がある「天王寺 (てんのうじ)」や「文 (ふみ)の里 (さと)」の夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)の廃校 (はいこう)計画 (けいかく)があり、現 (げん)在 (ざい)も２校 (こう)廃 (はい)校 (こう)の検 (けん)討 (とう)が続 (つづ)けられています。学校 (がっこう)施設 (しせつ)の充実 (じゅうじつ)や日本語 (にほんご)指導 (しどう)教員 (きょういん)の配置 (はいち)などを理由 (りゆう)にあげていますが、そのことが本当 (ほんとう)に必要 (ひつよう)で大事 (だいじ)だというのであれば、今 (いま)ある「天王寺 (てんのうじ)」や「文 (ふみ)の里 (さと)」の夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)で実現 (じつげん)すればよいことです。また、生徒 (せいと)人数 (にんずう)の減少 (げんしょう)も理由 (りゆう)としていますが、今回 (こんかい)の「国勢 (こくせい)調査 (ちょうさ)」の結果 (けっか)で夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)を必要 (ひつよう)とする人 (ひと)たちが今 (いま)もなお多 (おお)く取 (と)り残 (のこ)されているのが現 (げん)実 (じつ)です。「天王寺 (てんのうじ)」や「文 (ふみ)の里 (さと)」の夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)を廃校 (はいこう)にして、交通 (こうつう)の便 (べん)がよい天 (てん)王 (のう)寺 (じ)地 (ちいき)域に、新 (あら)たに夜 (や)間 (かん)中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)のない空 (くう)白 (はく)地 (ち)域 (いき)を作 (つく)らないでください。義務 (ぎむ)教育 (きょういく)未就学 (みしゅうがく)や未修了 (みしゅうりょう)の人 (ひと)たちの「学 (まな)ぶ機 (き)会 (かい)」や「学 (まな)ぶ権 (けん)利 (り)」を奪 (うば)うことは基 (き)本 (ほん)的 (てき)人 (じん)権 (けん)にかかわることです。
この間 (かん)、新型 (しんがた)コロナウイルス感染 (かんせん)拡大 (かくだい)予防 (よぼう)対策 (たいさく)の影響 (えいきょう)をうけて夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)でも「学 (まな)ぶ機 (き)会 (かい)」が大 (おお)き (き)く (く)奪 (うば)われました。私 (わたし)たちの「学 (まな)ぶ権 (けん)利 (り)」が保 (ほ)障 (しょう)され、新型 (しんがた)コロナウイルスの影響 (えいきょう)で長 (なが)い期 (きかん)間失 (うしな)われた「学 (まな)ぶ機 (き)会 (かい)」を取 (と)り戻 (もど)すことができるように在 (ざい)学 (がく)期 (き)間 (かん)の延 (えん)長 (ちょう)などの救 (きゅう)済 (さい)方 (ほう)法 (ほう)を考 (かんが)えてください。
少 (すこ)しでも早 (はや)くさまざまな問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)し、私 (わたし)たち夜 (や)間 (かん)中 (ちゅう)学 (がく)生 (せい)が安心 (あんしん)して学 (まな)べるように、次 (つぎ)のことを要望 (ようぼう)します。

１．「国 (こく)勢 (せい)調 (ちょう)査 (さ)」結 (けっ)果 (か)の厳 (きび)しい実 (じっ)態 (たい)を深 (しん)刻 (こく)に受 (う)けとめ、「天王寺 (てんのうじ)」と「文 (ふみ)の里 (さと)」の夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)の２校 (こう)を絶対 (ぜったい)に廃校 (はいこう)にはせず、このような時 (とき)こそ、国 (くに)や大阪府 (おおさかふ)と大阪市 (おおさかし)が精一杯 (せいいっぱい)力 (ちから)を合 (あ)わせて２校 (こう)を必 (かなら)ず存 (そん)続 (ぞく)してください。
２．夜 (や)間中 (かんちゅう)学生 (がくせい)がどこに住 (す)んでいても、入学 (にゅうがく)から卒業 (そつぎょう)までの間 (あいだ)、就学 (しゅうがく)援助 (えんじょ)を受 (う)けられるようにしてください。
３．すべての夜間 (やかん)中学校 (ちゅうがっこう)で、補食 (ほしょく)給食 (きゅうしょく)が実施 (じっし)できるようにしてください。
４．より多 (おお)くの人 (ひと)が夜 (や)間 (かん)中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)のことを知 (し)ることができるように広報 (こうほう)活動 (かつどう)をこれからも充実 (じゅうじつ)させてください。
５．新型 (しんがた)コロナウイルスの影響 (えいきょう)で「学 (まな)ぶ機 (き)会 (かい)」が長 (なが)い (い)期 (き)間 (かん)失 (うしな)われたことに対 (たい)し、適切 (てきせつ)な保障 (ほしょう)をしてください。
６．夜 (や)間 (かん)中 (ちゅう)学 (がく)生 (せい)の卒 (そつ)業 (ぎょう)後 (ご)の学 (まな)びの場 (ば)を拡 (かく)充 (じゅう)してください。
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